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　山崎彗星は　ほんミうにフオル〈ごス彗星か

否か？　若しほんミうならば山崎氏の去る十

月末の観測は，フオルベス氏の三見より先き

立つこε實に三週間以上であるから，輩に獲

見者εしての名馨だけでなく，軌道計算上非

常に優れた材料を供するこεxなる．此の問

題の解決は後日の観測結果の稜表によって漸次明らかになるであらう，樂

しみでもあり，心配でもある．（後記・此の艦登ば送に獲られ7こ・第143頁峯員資）

　南洋の日食　が近づく，スマトラ，マレイ牛島，フiリピン等の土地へ

向け，何國から曹んな槻測縁がやって來るだらう？　英米凋佛蘭の二二か

ら，風のたよりにいろ々々の情報が傳はつて來る．英國からはストラトン

氏の一隊や，濁國からはフロaンドリヒ氏の一隊，又，米國からは1ラー

氏の一隊やヰルソン山の人々が來るらしい．我が口本の東西各地の天文家

たちも少しく動きかけてみる，三月末か，四月にもなれば，総ての花彰役

者が出揃って，賑々しくアジアの一一一一一／”jへ集まるだらう．

　「’二百吋」の二大な反射鏡　が出來るのだεいふ．いふまでもなく之れは

米國の話，加州パサデナ市にある工學院εヰルソン山天文皇εの協力で，

之れをヰルソン山上に作ろうごいふ計書が昨秋景氣ホく獲表されナこ．さす

がは米國である！


